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第 回

安
芸
高
田
市

　人
口
減
対
策
の
課
題

　
安
倍
首
相
は
、昨
年
９
月「
一
億
総
活
躍
社
会
」「
合

計
特
殊
出
生
率（
一
人
の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
ど

も
の
数
）１
・
８
０
」と
い
う
大
き
な
政
策
目
標
を
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
日
本
政
府
は
、
人
口
に

つ
い
て
の
政
策
を
こ
の
よ
う
に
明
確
に
掲
げ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
を
出

産
す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の
問
題
の
た
め
、
政
府
が

出
生
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
目
標
を
掲

げ
る
事
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
人

口
問
題
の
現
況
を
考
え
る
と
、
出
生
率
の
課
題
は
避

け
て
通
る
事
の
出
来
な
い
国
民
的
課
題
で
す
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
安
倍
首
相
が
出
生
率
を
政
策
課
題

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
事
は
、
非
常
に
高
く
評
価
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、「
合
計
特

殊
出
生
率
」を
２
・
０
７
以
上
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
７
０
万
人
が
生
ま
れ
た
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
期
の
１
９
４
９（
昭
和
₂₄
）年
の
出
生
率
は
４
・
３

２
で
し
た
。第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
１
９
７
４（
昭

和
₄₉
）年
で
は
出
生
率
は
２
・
０
５
。
バ
ブ
ル
真
っ

盛
り
の
１
９
８
９（
平
成
元
）年
で
は
１
・
５
７
、
２

０
０
５（
平
成
₁₇
）年
で
は
更
に
落
ち
込
ん
で
１
・
２

６
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
芸
高
田
市
の
総
人
口
は
１
９
４
７（
昭
和
₂₂
）年

の
５
８
，
２
１
５
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
は

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
生
産
年
齢
人
口
は
１
９
６

５（
昭
和
₄₀
）年
が
ピ
ー
ク
で
２
６
，
６
８
９
人
で
し

た
。

　
人
口
が
減
少
し
て
い
く
過
程
で
、
現
在
の
生
活
水

準
と
地
域
社
会
の
安
定
を
維
持
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
海
外
か
ら
の
人
材
を
組
織
的
に
受

け
入
れ
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
日
本
で
は
移
民
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
体
制
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
市
に
多
く
住
ん
で

い
る
、
技
能
研
修
生
は
３
年
後
に
は
本
国
へ
帰
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
に
慣
れ
日
本
語
や
仕
事

を
マ
ス
タ
ー
し
て
も
、
永
続
的
に
日
本
で
働
く
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。
日
本
よ
り
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
韓
国
で
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
移
民
を
受
け
入
れ
る
法
の
整
備
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
急
激
な
人
口
減
少
と
一
極
集
中
が
進
む
中
、
そ
の

対
策
と
し
て
大
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
定
住

を
推
進
す
る
必
要
性
が
全
国
的
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
政
府
に
お
い
て
も
２
０
１
５ 

（
平
成
₂₇
）年
か

ら
５
ヵ
年
の
具
体
策
と
し
て
、
地
方
創
生
の
総
合
戦

略
の
中
で
、「
地
方
か
ら
首
都
圏
へ
の
転
入
人
口
を

６
万
人
減
ら
し
、
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
転
出
を
４

万
人
増
や
し
て
、
５
年
後
２
０
２
０（
平
成
₃₂
）年
に

地
方
と
首
都
圏
の
転
出
入
を
均
衡
さ
せ
る
」と
大
胆

な
目
標
を
掲
げ
、
地
方
移
住
の
推
進
策
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
人
口
減
対
策
と
し
て
、
①
女
性
の

社
会
参
画
②
市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想「
も
や
い
」に
よ

る
助
け
合
い
③
多
文
化
共
生
社
会（
外
国
人
の
参
画
）

の
３
つ
の
施
策
を
展
開
し
、
人
口
減
に
よ
る
人
材
の

確
保
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
芸
高
田
市
創
生
の
一
貫
と
し
て
、
本
市

人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、「
第
二
次
安
芸
高
田
市

総
合
計
画（
平
成
₂₇
年
度
〜
平
成
₃₆
年
度
）」「
安
芸
高

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策

定
致
し
、
₁₀
年
後
２
０
２
５（
平
成
₃₆
）年
の
推
定
人

口
２
６
，
３
２
６
人
を
１
，
２
０
０
人
引
き
上
げ
、

約
２
７
，
５
０
０
人
と
す
る
政
策
目
標
を
掲
げ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
標
人
口
の
達
成
の
た
め

に
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
国
と
同
じ
水
準
の
１
・

８
０（
現
在
１
・
６
６
）に
設
定
し
、
さ
ら
に
若
者
の

U
・
I
タ
ー
ン
の
推
進
等
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
高

い
目
標
で
あ
り
ま
す
が
、
安
芸
高
田
市
の
存
続
を
か

け
、
職
員
が
一
丸
と
な
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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減らそう犯罪 だめゼッタイ！

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成28年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 平成28年 平成27年 前年同期比増減数

12件

0人

17人

9件

0人

12人

＋3件

±0人

＋5人

死 者 数

負傷者数

H28.2末現在
安芸高田警察署管内

★春の全国交通安全運動
１期間　4月6日(水) ～ 4月15日(金)までの間
２広島県交通安全年間スローガン
　「こんばんは　早めのライトで、ごあいさつ」
３運動の基本
　子供と高齢者の交通事故
４運動重点
　・自転車の安全利用の推進
　・後部座席を含めたすべての座席のシートベルトとチ

ャイルドシートの正しい着用
　 ・飲酒運転の根絶

平成28年広島県交通安全キャッチフレーズ
『なくそう交通死亡事故・アンダー90』

　未だに覚せい剤などの違法薬物乱用事件が後を絶たない状況にあります。

　「少しだけ」、「1回だけなら大丈夫」と安易に考えたり、「痩せる薬だ

よ」とか「合法だから大丈夫」などと言われたことを鵜呑みにして使用する

ことで、最悪な場合は命を失うことにもなります。

　覚せい剤、マリファナのような違法薬物には手を出さない、知り合いが使

っていたら注意する勇気を持ちましょう！

管内の交通事故
２月中の交通事故は
・脇見による追突事故　　　　　6件
・車両同士による出会い頭事故　1件
・車両単独事故（工作物）　　　　1件　でした。

う　の
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母
子
健
康
手
帳
の
交
付
窓
口

変
更
の
お
知
ら
せ

保
健
医
療
課
☎
42
‐
５
６
３
３

　4
月
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
窓
口
は
、本
庁
保
健
医
療
課（
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
1
階
）
で
行

い
ま
す
。

時
間

　8
：
30
～
17
：
15

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

財
産
管
理
課
☎
42
‐
５
６
１
３

　市
が
所
有
す
る
公
用
車
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
ヤ
フ
ー･

オ
ー
ク

シ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
4
月
8

日
以
降
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
品
物

　公
用
車
　

5
台

参
加
申
込
期
間
　

4
月
8
日
か
ら

4
月
25
日

入
札
期
間

　5
月
13
日
か
ら
5
月

20
日

講
師

　ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
　
中
澤
ま
ゆ
み
さ
ん

対
談
　「
お
ひ
と
り
さ
ま
の
認
知

症
と
成
年
後
見
制
度
」
～
な
っ
て

み
て
わ
か
っ
た
成
年
後
見
人
の
お

仕
事
の
実
際
～

対
談
者

　中
澤
ま
ゆ
み
さ
ん
と
ラ

イ
フ
ア
シ
ス
ト
み
ら
い
理
事
長
　

中
村
四
郎
さ
ん

日
時

　4
月
17
日
（
日
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
00

場
所

　た
か
み
や
人
権
会
館

講
演
「
最
期
ま
で
在
宅
で
暮
ら
す

た
め
に
」
～
最
期
ま
で
自
分
ら
し

く
生
き
、
自
分
ら
し
く
旅
立
つ
た

め
の
在
宅
医
療
と
在
宅
ケ
ア
～

講
師

　ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
　
中
澤
ま
ゆ
み
さ
ん

成
年
後
見
制
度
・
在
宅
医
療
・

在
宅
ケ
ア
講
演
会

甲
田
人
権
会
館
☎
45
‐
４
９
２
２

   

た
か
み
や
人
権
会
館

☎
57 

‐
１
３
３
０

　「お
ひ
と
り
さ
ま
に
な
っ
て
も

最
期
ま
で
こ
の
町
で
暮
ら
し
た

い
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
中
、

認
知
症
の
成
年
後
見
人
に
つ
い
て

学
び
た
い
、
在
宅
医
療
や
在
宅
看

取
り
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　4
月
16
日
（
土
）

　
　
　
13
：
30
～
15
：
45

場
所

　甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー

ミ
ュ
ー
ズ
　
ホ
ー
ル

講
演
　「
認
知
症
と
成
年
後
見
制

度
」

安
芸
高
田
市
長
選
挙

投
票
日
は
4
月
10
日
の
予
定

選
挙
管
理
委
員
会
☎
42
‐
１
１
３
６

　安
芸
高
田
市
長
選
挙
を
4
月
10

日
に
執
行
す
る
予
定
で
す
。

投
票
日

　4
月
10
日

投
票
時
間

　7
：
00
～
18
：
00

※
一
部
の
投
票
所
を
除
く

期
日
前
投
票
制
度

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
冠
婚

葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
方
は
、
期

日
前
投
票
を
ご
利
用
下
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
設
置
施
設

　
市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所

※
ど
こ
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投

票
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
・
時
間

　
4
月
4
日
か
ら
4
月
9
日
ま
で

の
6
日
間
　

8
：
30
～
20
：
00

※
こ
の
選
挙
の
告
示
日
は
、
4
月

3
日
（
日
）
で
す
。

国
税
専
門
官
募
集

吉
田
税
務
署
☎
42
‐
０
０
０
８

受
験
資
格

①
昭
和
61
年
4
月
2
日
～
平
成
7

　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

　
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

　
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

　
29
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　
す
る
見
込
み
の
者
又
は
、
人
事

　
院
が
こ
れ
と
同
等
の
資
格
が
あ

　
る
と
認
め
る
者

受
付
期
間

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
　

4
月

1
日
（
金
）
か
ら
4
月
13
日
（
水
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http

：//w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

第
1
次
試
験

　

　
5
月
29
日
（
日
）

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

☎
42
‐
５
６
３
０

　外
国
人
向
け
の
日
本
語
学
習
教

室
を
毎
週
日
曜
日
、
14
時
か
ら
16

時
ま
で
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

１
０
１
で
行
っ
て
い
ま
す
。
簡
単

な
会
話
や
単
語
の
意
味
、
漢
字
の

書
き
方
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
5
名
程
度
不
足
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
人
権
多
文
化
共
生
推

進
課
ま
で
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

催

　し

お
知
ら
せ

募

　集

21 2016.4 ／広報あきたかた


